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平成２５年度
事業報告

　ケアマネージャーやサービス事業所ごとに、地
域のインフォーマル事業や権利擁護や虐待啓発
の活動を行ってまいりました。
　また、地域住民に対して権利擁護についての研
修会を４回開催できました。

　本年度も地域のケアマネージャーの困難ケー
スを地域の民生委員さん等の役員さんを交えて
カンファレンスを行いました。

　次の議題で地域ケア会議を年３回実施しまし
た。
1回目：民生委員さんや老人福祉員さんと
　　　　　全戸訪問事業についての打ち合わせ。
2回目：エリア内のケアマネージャーさんと
　　　　　地域役員さんの顔合わせ及び
　　　　　双方の業務の理解を深めました。
3回目：小規模多機能施設のケアマネー
　　　　　ジャーさんに施設の役割と
　　　　　地域役員さんとの関係について
　　　　　説明してもらう予定です。

　音羽川小学校や地域住民に対して認
知症サポーター講座を今年度は２回開
催しました。

　本年度も昨年１１月に山科アスニーにて地域の
皆さんに出展・ご参加頂き『作品展・発表会』を開
催しました。



　山科区音羽珍事町２
（洛和会音羽病院地下1階）
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　介護予防に関しては体操教室の開催を昨年同様、月4回、昨
年１月から開始した脳トレ教室も月１回継続して開催しておりま
す。

　今年1月から、山科区内において公園体操を開催しております。
音羽地域包括支援センターの担当区域では四宮のさくら公園で毎
週月曜日午後1時半より開催しております。お気軽にお越しくださ

い。
　山科区内でも現在７，８か所で公園体操を開催しております、詳
細はお問い合わせください

　　　　　　　　　平成２５年度全戸訪問事業報告

本年度も６５歳以上のお一人暮らしの方を対象に、訪問事業を
行っております。まず昨年同様、地域役員さんにご協力頂き対
象の方の世帯状態を確認し、実態としてお一人暮らしの方を対
象として、訪問させていただきました。
しかし、本年度は訪問の案内に対しての返事がなかったり、ご
都合がつかない等で残念ながら訪問できない方が多く、その
方々には書面で案内させていただきました。なお、その際には
地域包括支援センターの連絡先がすぐに確認できるように、マ
グネットシートを同封させていただいています。
また昨年訪問をさせて頂いた方や、家族同居の方にも書面で状
況の
確認をさせて頂いております。


